
文化の分野で活躍した市民
「大会への想い×今後の決意」

　日々の努力を重ね、全国大会や世界大会などで活躍する市民の皆さんがたくさんいます。
未来へ向かってキラリと輝く皆さんを紹介します。

演奏者全員の思いが結果につながりました前島　清乃（３年・中郷西中卒）

久野　みなと（３年・南中卒）

　演奏者 20 人が心を１つにして演奏した結果、全国
高等学校総合文化祭で文化庁長官賞を２年連続で受賞
し、国立劇場での優秀校東京公演（全国１～２位のみ
対象）という憧れの舞台で演奏することができました。
　全国高等学校総合文化祭には静岡県代表として平成
17 年から 10 回出場し、文部科学大臣賞（１位）を１回、
文化庁長官賞（２位）を３回、優良賞（３位）を４回
と計８回の入賞を果たしています。これも市民の皆さ
まがたの温かい応援とご支援のおかげです。本当にあ
りがとうございました。
　皆さまがたへの感謝を忘れることなく、今後も全国
の舞台に三島の名を響かせるために頑張ります。

・第 40 回全国高等学校総合文化祭日本音楽部門　文化庁長官
賞【２位】

三島北高等学校筝曲部

齋藤　志野（東京藝術大学大学院３年・南中卒） 中村　彩音（向山小６年）

・第 34 回全国小中学生筝曲コンクール【小学生の部　金賞】・第 27 回日本木管音楽コンクール【２位】

　５年生のときは、
同じ大会で本選出場
はできましたが、入
賞どまりでした。
　今回は、小学生の
部１位（金賞）を目
指して、先生と一緒
に頑張ってきました。
　高い目標であり、
練習が辛いときもあ
りましたが、仲間の
応援が、とても励み
になりました。感謝
しています。

　このコンクールへ
の挑戦は３回目。
　前回は、本選の演
奏中に楽器が壊れ悔
しい思いをしました
が、今回は非常に思
い入れの強い曲でリ
ベンジできました。
　その曲の美しく、
素敵だと思った気持
ちが、音と共に聴衆
へ伝わったことが、
何よりも嬉しかった
です。

▲演奏者 20 人。共に練習を続けてきた大切なメンバーです。

辛い練習を乗り越え、目標を達成しました悔しさをバネに、コンクールに挑みました
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　「ふじのくに人権フェスティバル」
の人権作文の表彰式において、作名

『気持ちを言葉に』が、賞を受賞し
ました。多くの人の言葉に耳を傾け
ることのできる人間になりたいとい
う思いを込めて書きました。

土屋　奏太（南中３年）
・全国人権作文コンクール【奨励賞】
・静岡県人権作文コンクール【最優秀賞】

作文に思いを込めて書きました新しい発見と成長仲間という財産に助けられました

　富士章を取得するため、課題をこ
なす中で「日常的な事柄でも、見方
を変えるだけで新しい発見」のある
ことを知りました。その気づきは自
分の欲求を満たすと同時に成長もさ
せてくれました。

北村　航風（南中出身）
・ボーイスカウト三島第 5 団 

【ボーイスカウト富士章受章】
・ボーイスカウト三島第 5 団 

【ボーイスカウト富士章受章】

　私の思う１番の財産は仲間です。
今回の受章にあたり、同年代の仲間
に何度も助けられました。学校も違
えば、住んでる場所も全然違う仲間。
一緒にボーイスカウト活動する中で
できた友情は、大切な財産です。

山田　紀人（錦田中出身）

キラリ★三島の星

明日の主役はあなたです！

三島にゆかりのある皆さんが、さまざまな分野で活躍中。

全国、そして世界へと。

市をあげて、あなたの挑戦を応援します。

無限の可能性は、意志をもった初めの一歩から。

『Where there is a will, there is a way』 
～意志あるところに、道はある～
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